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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  電電子子情情報報工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

事事例例１１  振振込込詐詐欺欺電電話話撃撃退退技技術術のの開開発発  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

振振りり込込めめ詐詐欺欺ななどどのの電電話話をを使使っったた詐詐欺欺通通話話をを音音声声認認識識とと詐詐欺欺通通話話判判定定をを行行うう AAII をを使使っってて検検出出しし，，被被害害をを防防止止すす

るる．．電電話話機機でではは会会話話内内容容ををデディィジジタタルル化化ししててイインンタターーネネッットトをを介介ししたた音音声声認認識識機機能能をを使使っっててリリアアルルタタイイムムででテテキキスストト

化化しし，，ささららにに詐詐欺欺電電話話ででああるる可可能能性性をを，，人人工工知知能能をを用用いいてて判判定定すするる．．詐詐欺欺電電話話のの可可能能性性がが高高けけれればば（（回回線線をを切切断断

すするるだだけけでではは発発信信者者側側にに詐詐欺欺電電話話とと判判断断ししたたここととがが伝伝わわららなないいたためめ））事事前前にに登登録録さされれてていいるる親親族族ももししくくはは捜捜査査機機関関

にに発発信信ししてて電電話話会会議議をを開開設設ししてて第第 33 者者をを割割りり込込まませせるる．．技技術術的的ににはは既既存存電電話話回回線線，，ススママーートトフフォォンンななどどののソソフフトトフフォォ

ンンななどどにに応応用用可可能能ででああるる．．ままたた電電話話機機にに実実装装すするるここととでで，，通通信信のの秘秘密密のの保保護護義義務務にに抵抵触触ししなないい．．  

  

  

  

事事例例 22  

  アアププリリケケーーシショョンンササーーババののママイイククロロササーービビスス化化にに伴伴うう，，ココンンテテナナーー間間ののネネッットトワワーークク性性能能測測定定技技術術．．  

ココンンテテナナーーやや仮仮想想ママシシンンのの VVLLAANN 接接続続，，実実ネネッットトワワーークク接接続続，，内内部部仮仮想想ネネッットトワワーークク接接続続ななどど多多様様なな構構成成  

ごごととのの性性能能比比較較技技術術．．  

  

  

研研究究タタイイトトルル：：  

ネットワークソフトウェア関係技術開発 

 

氏氏名名：：      波波多多  浩浩昭昭／／HHAATTAA  HHiirrooaakkii  EE--mmaaiill：：  hhaattaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  電電子子情情報報通通信信学学会会，，IIEEEEEE  

キキーーワワーードド：：  イインンタターーネネッットト，，企企業業ネネッットトワワーークク，，仮仮想想ネネッットトワワーークク  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ネネッットトワワーークク仮仮想想化化  仮仮想想ママシシンン  

・・仮仮想想ママシシンン((kkvvmm))  

・・ココンンテテナナーー((ddoocckkeerr))  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  電電気気電電子子工工学学科科 

研研究究内内容容：：  周周波波数数をを有有効効にに利利用用すするる高高信信頼頼デディィジジタタルル無無線線シシスステテムムにに関関すするる研研究究  

地地上上波波をを用用いいるるデディィジジタタルル無無線線伝伝送送はは、、山山岳岳やや建建物物ななどどのの反反射射にによよりりママルルチチパパススとといいうう現現象象がが発発生生しし、、電電波波のの

品品質質をを低低下下ささせせるる。。ここののたためめ、、ママルルチチパパスス耐耐性性にに優優れれたた特特性性をを持持つつ直直交交周周波波数数分分割割多多重重 OOFFDDMM  ((OOrrtthhooggoonnaall  

FFrreeqquueennccyy  DDiivviissiioonn  MMuullttiipplleexxiinngg))のの無無線線シシスステテムムがが、、ここれれままででにに広広くく実実用用化化さされれててききたた。。ししかかししななががらら OOFFDDMM はは送送信信

電電力力効効率率がが悪悪いいとといいうう課課題題ががあありり、、近近年年はは、、電電力力効効率率のの良良ささととママルルチチパパスス耐耐性性のの両両方方をを備備ええるる SSCC--FFDDEE  ((SSiinnggllee  

CCaarrrriieerr  --  FFrreeqquueennccyy  DDoommaaiinn  EEqquuaalliizzaattiioonn))  方方式式がが注注目目さされれてていいるる．．  

電電波波のの周周波波数数はは有有限限でであありり、、周周波波数数をを有有効効にに利利用用ででききるる手手法法のの追追及及はは永永遠遠のの課課題題ででああるる。。無無線線にによよるる伝伝送送距距

離離をを拡拡大大すするるたためめににはは、、リリピピーータターーをを用用いいてて周周波波数数をを変変ええてて電電波波干干渉渉をを避避けけななががらら伝伝送送距距離離をを拡拡大大すするるここととがが実実

用用的的ででああるるがが、、周周波波数数利利用用効効率率のの観観点点かかららははああままりり好好ままししくくなないい。。ここののたためめ、、同同じじ周周波波数数をを使使っってて信信号号をを劣劣化化ささせせ

るるここととななくく電電波波ををリリレレーー式式にに中中継継すするるブブーーススタターーのの技技術術をを実実現現すするるここととがが望望ままれれるる。。ししかかししななががらら，，ブブーーススタターーをを用用

いいるる場場合合，，送送信信アアンンテテナナかからら放放射射さされれたた電電波波がが受受信信アアンンテテナナにに回回りり込込みみ，，伝伝送送特特性性をを劣劣化化ささせせたたりり，，最最悪悪のの場場合合ブブ

ーーススタターー発発振振をを引引きき起起ここししたたりりすするる課課題題ががああるる．．  

SSCC--FFDDEE 方方式式ははブブーーススタターーをを用用いいてて同同一一周周波波数数にによよるるリリレレーー中中継継をを行行うう場場合合、、中中継継にによよるる信信号号劣劣化化がが無無いい DDFF  

((DDeeccooddee  aanndd  FFoorrwwaarrdd  rreellaayy))方方式式がが構構成成ででききるるここととにに着着目目しし、、SSCC--FFDDEE方方式式ににおおいいてて以以下下にに示示すす回回りり込込みみキキャャンンセセララ

をを使使っったたブブーーススタターーシシスステテムムのの研研究究をを行行っってていいるる。。  

  

・・受受信信信信号号とと再再送送信信信信号号のの相相関関演演算算をを行行いいそそのの誤誤差差をを最最小小化化すするる回回りり込込みみキキャャンンセセララ  

・・受受信信波波にに含含ままれれるるママルルチチパパススとと自自局局回回りり込込みみをを同同時時ににキキャャンンセセルルすするる回回りり込込みみキキャャンンセセララ  

・・予予めめ送送信信側側でで挿挿入入さされれたた SSCC--FFDDEE ののユユニニーーククワワーードドをを用用いいたた高高性性能能回回りり込込みみキキャャンンセセララ  

  

ママイイククロロ波波帯帯ややミミリリ波波帯帯ににここれれららのの技技術術をを適適用用すするるたためめ、、計計算算機機シシミミュュレレーーシショョンンをを行行いい、、シシスステテムムのの有有効効性性をを確確認認

すするる研研究究をを行行っってていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

回回りり込込みみキキャャンンセセルル機機能能付付ききブブーーススタターー                    単単一一周周波波数数ネネッットトワワーークク  （（SSFFNN））  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

高信頼ディジタル無線伝送に関する研究 

 

氏氏名名：：      濱濱住住  啓啓之之／／HHAAMMAAZZUUMMII  HHiirrooyyuukkii  EE--mmaaiill：：  hhaammaazzuummii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  映映像像情情報報メメデディィアア学学会会、、電電子子情情報報通通信信学学会会  

キキーーワワーードド：：  デディィジジタタルル無無線線、、シシミミュュレレーーシショョンン、、単単一一周周波波数数ネネッットトワワーークク、、アアンンテテナナ、、電電波波伝伝搬搬  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ワワイイヤヤレレススカカメメララ、、ワワイイヤヤレレススママイイククななどど、、映映像像・・音音声声信信号号のの無無線線伝伝送送シシスステテムム  

・・OOFFDDMM  ((OOrrtthhooggoonnaall  FFrreeqquueennccyy  DDiivviissiioonn  MMuullttiipplleexxiinngg))無無線線シシスステテムム  

・・SSCC--FFDDEE((SSiinnggllee  CCaarrrriieerr  FFrreeqquueennccyy  DDoommaaiinn  EEqquuaalliizzaattiioonn))無無線線シシスステテムム  

・・ＳＳＦＦＮＮ（（SSiinnggllee  FFrreeqquueennccyy  NNeettwwoorrkk））構構築築技技術術  

 

 

f 1   回り込み波 

SC復調・再変調 + 

f 1 f 1 

FIRフィルタ 

+ 
－ 

係数演算 

 

 

 

回り込み波のレプリカ生成 
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